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（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事

環境影響評価方法書の概要

令和4年2月28日

東急不動産株式会社
京浜急行電鉄株式会社
第一生命保険株式会社

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

本日の説明内容
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1．事業計画の概要

2．配慮書からの変更点

3．配慮市長意見の内容及び事業者の見解

4．環境影響要因の抽出、環境影響評価
項目の選定

5．調査、予測及び評価の手法

6．方法書対象地域
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1．事業計画の概要
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事業計画の概要

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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方法書
P.2-1、2、6

※1 建築物の高さは、建築基準法施行令第2条第1項第6号の規定による高さです。
※2 延べ面積は、建築物の各階（地下駐車場・機械室含む）の床面積の合計です。
※3 建築物の最高高さは、塔屋（屋上の機械室等）の部分を含む高さです。
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事業の目的及び必要性

5

対象事業実施区域

都心臨海部5地区の一体的なまちづくりにより、
港とともに発展する横浜ならではの都心形成を目指す

みなとみらい21地区

関内・関外地区

出典：「横浜市都心臨海部再生マスタープラン」（横浜市より作成、平成27年2月）

方法書
P.2-3～4

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

事業の目的及び必要性

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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方法書
P.2-5

・横浜の国際競争力に資する、多機能複合施設の新設
多様な産業の受け皿となる業務機能の形成
にぎわいのある特色ある商業機能の新設
幅広い住宅ニーズに対応する都心型住宅機能を有する

・水辺に開かれた魅力的な外構空間の創出
・横浜らしい品格のある眺望景観の形成

都心部の新しい拠点にふさわしい土地利用の実現
まちづくりに貢献
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対象事業実施区域の現況

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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対象事業実施区域

アパホテル＆リゾート
〈横浜ベイタワー〉

横浜北仲ノット

（B-2地区）
建築物の高さ
約140 m

（A-4地区）
建築物の高さ
約200 m

建築物の高さ 約150 m

横浜市役所

建築物の高さ 約150 m

方法書
P.2-1

施設配置計画：施設配置図

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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水際線プロムナード
3

方法書
P.2-8

歩行者デッキ

水際線プロムナード3

広場C

B-1地区内歴史的護岸範囲

高層棟
建築物の高さ：約150 m
最高高さ ：約170 m

低層棟
(事務所)6F

低層棟(店舗)2F
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施設配置計画：施設断面図

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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断面位置

高層棟
建築物の高さ ：約150 m
建築物の最高高さ：約170 m

低層棟
建築物の高さ：約31 m 店舗

共同

低層棟
(事務所) 高層棟

方法書
P.2-9

低層棟(店舗)

共同住宅

事務所

駐車場・駐輪場・機械室

貫通通路

交通計画：関係車両走行ルート

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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西区

中区

車両動線（退場）

車両動線（来場）

方法書
P.2-12

対象事業実施区域
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交通計画：歩行ルート

11

西区

中区

歩行者動線

歩行者デッキ
（２階レベル）

対象事業実施区域

方法書
P.2-13

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

防災計画

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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地震対策
建物の免震構造の採用

↓
地区全体の防災性の強化に貢献

津波対策
A-4地区に整備された津波避難施設へ、
安全な避難ができるよう、避難経路を確保

浸水対策
・地上2階以上へ非常用発電設備の設置
・地下階の浸水を防止するための防潮板設置等
の対策

方法書
P.2-14
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緑化のイメージ

緑の保全と創造：緑化及び空地計画

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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緑化
計画

・地区計画で定められている敷地面積に対する割合以上の緑化面積（5%）を確保し、
北仲通北再開発等促進地区地区計画企画提案書に記載された緑化面積（14.87%）
を達成

・北仲通北第二公園、整備済みの水際線プロムナード内の植栽樹木等との連続性や質
の高い緑地を確保

・生物多様性にも配慮した緑化計画
・緑地の樹種の選定は、郷土種、誘鳥木、食草の配植を考慮、生物多様性及び立地特
性（海、風）を鑑みて、耐潮性、耐風性の樹種を選定する等、持続性にも配慮した
計画を検討（具体的な樹種・配置は、準備書でお示しします。）

空地
計画

地区計画に定められた広場C（約3,200m2）、水際線プロムナード3（幅員約6m）の
確保

方法書
P.2-16～17

芝生広場 水際線
プロムナード

（海側）（建物側）

植栽帯 スロープ 並木 水際線
プロムナード

（海側）（建物側）

事業スケジュール（予定）

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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方法書
P.2-24

基本設計、実施設計、
関係行政協議

令和3年度
～令和5年度

既存施設の解体工事
及び新築工事

令和5年度
～令和9年度

供用開始

令和9年度

令和3年度
着工

令和7年度
供用予定

本事業
北仲通北

A-1・2地区

令和5年
着工

令和10年
供用予定

海岸通計画
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事業スケジュール（予定）

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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方法書
P.2-24

令和3年度

令和5年度

令和9年度

本事業スケジュール

設計・
協議等

工事 北仲通北
A-1・2地区供用

海岸通計画供用供用

工事工程

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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方法書
P.2-19～20

高層棟

低層棟（事務所）

低層棟（店舗）
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工事用車両の走行ルート

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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方法書
P.2-21

西区

中区

車両動線（搬出）

車両動線（搬入）

対象事業実施区域

2．配慮書からの変更点

18
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配慮書からの変更点

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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■事業計画の内容-①

変更点 概要

施設配置
計画

・配置図中に、低層棟（事務所）と低層棟（店舗）の配置を加筆

・配置図中の広場C、建物周囲及び低層棟の
屋上部分に緑化の範囲を図示

・各階の用途変更に伴い、施設断面図の店舗部分を3層から2層に変更

・広場Cの範囲を修正

方法書
P.1-1

変更

配慮書 方法書

2F

低層棟 高層棟
低層棟

(事務所)
高層棟

低層棟(店舗)

6F

凡例

対象事業実施区域

計画建築物（高層棟）

計画建築物（低層棟）

水際線プロムナード3

歩行者デッキ

樹木

芝生

緑化範囲

屋上緑化範囲

配慮書からの変更点

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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■事業計画の内容-➁

変更点 概要

地球温暖化
対策

・新たに項を起こし、
配慮書の省エネルギー計画、「横浜市建築物環境配慮制
度」の活用を本項に統合（方法書p.2-15）

・ヒートアイランド現象の抑制計画を加筆

生物多様性
の保全

・新たに項を起こし、現時点での方針等を加筆
（方法書p.2-16）

緑の保全
と創造

・新たに項を起こし、
配慮書の緑化・空地計画を本項に統合し、現時点での方針
等を加筆（方法書p.2-16~17）

・計画している緑化面積を加筆

施工計画
・新たに項を起こし、
現時点での工事概要等を加筆（方法書p.2-18~21）

方法書
P.1-1
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配慮書からの変更点

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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■地域の概況及び地域特性

方法書
P.1-1

変更点 概要

全般 出典資料について、最新の内容に更新

変更点 概要

全般 配慮市長意見書等を踏まえ、緑化計画等の内容を更新

変更点 概要

土壌汚染関連
形質変更時変更届出区域の内容を最新の内容に更新
（方法書p.資料-15~17）

地盤関連
対象事業実施区域で実施された、地盤調査結果の概要
を記載（方法書p.資料-18）

■配慮指針に基づいて行った計画段階配慮の内容

■資料編

3．配慮市長意見の内容
及び事業者の見解

22
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配慮市長意見の内容及び事業者の見解

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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■全般的事項（全3項目）

方法書
P.4-10

意見の内容 事業者の見解

(1)

地区計画で定められてい
る内容を踏まえ、地区計
画区域内の関係者や近隣
住民と十分に調整しなが
ら、周辺環境に配慮した
事業計画とするとともに、
検討するとしている事項
については、各々の検討
状況を方法書に記載して
ください。

本事業では、「横浜北仲エリアマネジメ
ント」において、地区計画内の各事業者や
近隣住民と調整しながら事業計画の検討を
進めていきます。また、配慮事項について
は、方法書の計画段階配慮の内容に記載し
ました。今後も環境影響評価手続きの進捗
に合わせて、適切に事業計画に反映させて
まいります。

(2)

今後の事業の進展におい
ては、本市の最新の計画
等と整合を図るなど、適
宜、適切な配慮内容とな
るように努めてください。

今後の事業の進捗に伴い、横浜市都市計
画マスタープラン等、横浜市の各計画が更
新された場合、建築計画との整合を図ると
ともに、適切な配慮内容となるよう努めて
いきます。

配慮市長意見の内容及び事業者の見解

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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■全般的事項（全3項目）

方法書
P.4-10

意見の内容 事業者の見解

(3)

配慮事項に対する配慮の
内容については、相互に
密接に関連する複数の事
項があることから、全体
的な視点で引き続き検討
してください。特に、緑
化計画の策定に当たって
は、生物多様性への配慮、
ヒートアイランド対策、
風害対策、景観への配慮
など、可能な限り各環境
要素に対し効果的な計画
となるよう検討してくだ
さい。

配慮事項に対する配慮の内容の中には、
例えば緑化計画と風害対策、景観形成の関
係等、相互に密接に関連する事項があるも
のと認識しております。
単一的な視点ではなく、複数の事項を網

羅した全体的な視点から、各環境要素に対
し効果的な計画となるよう検討していきま
す。
緑化にあたっては、歴史的護岸と一体的

なにぎわいを生み出すシームレスな芝生広
場や、緑の潤いを間近に感じられる並木空
間の創出等により、質の高い緑地を計画し
ます。また屋上緑化の実施にあたっては、
景観及び風環境にも配慮し適切な位置・緑
量を確保した計画とします。
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配慮市長意見の内容及び事業者の見解

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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■配慮指針に掲げられている配慮事項（全16項目）

方法書
P.4-11

意見の内容 事業者の見解

(1)

計画建物の高層部につい
ても、周辺の街並みと調
和した景観やヒートアイ
ランド現象、風環境等に
配慮した計画とすること
を検討してください。

本事業では、上位計画に示される景観形成
の方向性を念頭に、横浜を代表する美しい景
観を目指します。
水際線プロムナード側においては、計画建

築物の高層棟を低層棟よりセットバックした
位置に配置し、景観や風環境に配慮した計画
としています。また、ヒートアイランド現象
の緩和対策として屋上緑化についても積極的
に確保してまいります。

(2)

隣接している北仲通北地
区（A地区、B-2地区）
において環境影響評価を
実施した結果等を有効に
活用し、より周辺環境に
配慮した事業計画となる
ように努めてください。

本事業の実施にあたっては、隣接事業であ
る「北仲通北地区（A 地区）再開発計画」、
「（仮称）アパホテル＆リゾート＜横浜ベイ
タワー＞新築工事」の生物多様性、土壌汚染、
風環境、及び地域社会等、環境影響評価の結
果等を把握し、周辺環境に配慮した事業計画
になるように努めてまいります。

配慮市長意見の内容及び事業者の見解

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

26

■配慮指針に掲げられている配慮事項（全16項目）

方法書
P.4-11

意見の内容 事業者の見解

(3)

計画地は、埋立地である
ため工事計画を検討する
に当たっては、地盤特性
を詳細に把握するととも
に、周辺に影響が生じな
いよう必要に応じて対策
を講じるなどの検討をし
てください。

対象事業実施区域におけるボーリング調査
によって得られた支持層の深さや土質、地盤
強度等の地盤特性を踏まえ、適切な構造設計
を行うとともに、必要に応じて地盤対策の検
討をしていきます。

(4)

環境負荷低減技術を積極
的に導入するなど、
CASBEE横浜において更
なる上位ランクの取得に
努めてください。

本事業では、可能な範囲で環境負荷低減技
術を導入した建物としていく考えです。その
結果、CASBEE 横浜においてA ランク以上
のランクが取得できるよう努めてまいります。
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配慮市長意見の内容及び事業者の見解

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

27

■配慮指針に掲げられている配慮事項（全16項目）

意見の内容 事業者の見解

(5)
ア

屋上緑化について、確保
するよう積極的に検討し
てください。

本事業では、質の高い緑を十分に創出し、
ヒートアイランド現象の緩和等、質の高い環
境形成をしていくように、屋上緑化について
も積極的に確保してまいります。

(5)
イ

グリーンインフラの維持
管理については、地域住
民やエリアマネジメント
等との連携を検討してく
ださい。

供用時に組成される管理組合を通じて適切
な維持管理を行う他、「横浜北仲エリアマネ
ジメント」等と連携した維持管理の方法につ
いて検討していきます。

(6)
屋上緑化について、確保
するよう積極的に検討し
てください。

本事業では、質の高い緑を十分に創出し、
生物の生育生息空間に資するよう、屋上緑化
についても積極的に確保してまいります。

方法書
P.4-1１・12

配慮市長意見の内容及び事業者の見解

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

28

■配慮指針に掲げられている配慮事項（全16項目）

意見の内容 事業者の見解

(7)

最善技術、製品の採用や
エネルギー使用量を把握
し、適宜運用改善を図る
ようにしてください。

今後の設計において、環境負荷を低減させ
るための環境制御技術や建築技術の採用を検
討していきます。また、エネルギー使用量の
把握に努め、適宜運用改善を図ってまいりま
す。

(8)

積極的に低炭素電気の選
択及びグリーン購入を
図ってください。

使用する電気は低炭素電気を選択するよう
積極的に検討します。また、建設資材や設備
について、特に調達数量の多い内装材等にお
いてグリーン購入を図ります。

方法書
P.4-1１・12
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配慮市長意見の内容及び事業者の見解

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

29

■配慮指針に掲げられている配慮事項（全16項目）

意見の内容 事業者の見解

(9)

掘削土等の運搬に伴う温
室効果ガスの排出量を低
減するため、掘削土等は
可能な限り発生を抑制し
たうえで、近隣の建設工
事現場での使用を検討し
てください。

掘削にあたっては施工方法の精度を上げる
ことで搬出土の発生量を極力低減していきま
す。また、施工業者に対して、近隣の建設工
事現場で使用できるよう検討していきます。

方法書
P.4-1１・12

配慮市長意見の内容及び事業者の見解

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

30

■配慮指針に掲げられている配慮事項（全16項目）

方法書
P.4-12

意見の内容 事業者の見解

(10)
ア

温室効果ガスの抑制につ
いては、供用時の機器の
運用も重要な要素になる
ため、積極的に検討して
ください。

供用時は、定期的なメンテナンスを実施す
ることで、機能維持に努めていきます。また、
必要に応じて設備等のシステム更新を検討し
ていきます。

(10)
イ

ライフサイクルを通して
排出される温室効果ガス
を低減するために建築資
材等に留意し適宜運用を
見直すと共に、建築物の
長寿命化を検討してくだ
さい。

本事業では、高強度コンクリートの採用等
による耐久性の向上や維持管理のしやすさに
配慮した計画とすることで、計画建築物の長
寿命化を図り、ライフサイクルを通して排出
される温室効果ガスの抑制に努めます。また、
塩害に配慮し、使用する金属の塗装種別や被
膜厚さを検討していきます。
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配慮市長意見の内容及び事業者の見解

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

31

■配慮指針に掲げられている配慮事項（全16項目）

方法書
P.4-12

意見の内容 事業者の見解

(11)

ア

ヒートアイランド対策効果
が期待できるような緑量、
緑化面積を確保するように
努めてください。その際、
ヒートアイランド対策効果
をより一層高めるために、
高木・中低木・地被といっ
た多様な植栽を効果的に配
植してください。

緑地面積については、「北仲通北再開発等促
進地区地区計画」において対象事業実施区域に
定められている基準緑化率（ 5%）以上の
14.87%を確保するとともに、高木、中木、低
木、地被類を適切に配置することにより、緑量
を感じられる緑地を整備していきます。
また、本事業では、質の高い緑を十分に創出

し、環境形成をしていくため、屋上緑化につい
ても積極的に確保してまいります。

(11)

イ

空調機器や給湯器等の設備
導入について、人工排熱抑
制のため、高効率仕様の機
種の導入を検討してくださ
い。また、排熱位置につい
ては歩行者に配慮した計画
としてください。

設備機器の選定にあたっては、最新の省エネ
ルギー型機器や再生可能エネルギー設備等の採
用を積極的に検討していきます。また、設備機
器の設置位置や排熱位置については、歩行者に
配慮し、2階部分に設置するよう、計画を進めて
いきます。

配慮市長意見の内容及び事業者の見解

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

32

■配慮指針に掲げられている配慮事項（全16項目）

方法書
P.4-12・13

意見の内容 事業者の見解

(12)

計画建物の高層部について
も、周辺街並みと調和した
景観やヒートアイランド現
象、風環境等に配慮した計
画とすることを検討してく
ださい。

本事業では、上位計画に示される景観形成の方
向性を念頭に、横浜にふさわしい美しい景観を目
指します。
水際線プロムナード側においては、計画建築物

の高層棟を低層棟よりセットバックした位置に配
置、高層棟においては「北仲通北地区デザインガ
イドライン」に示された建築範囲を順守すること
で景観や風環境に配慮した計画としています。ま
た、建物の色彩や材質においても、「北仲通北再
開発等促進地区地区計画」に基づき検討していき
ます。

(13)

歩行者が安全に避難できる
ように動線計画を検討して
ください。

本事業では、駐車場等以外に、一般の歩行者が
利用する地下の諸室は計画していません。
なお、地上空間においては北仲通北再開発等促

進地区地区計画区域のほぼ中央にあるA-4地区に
整備された津波避難施設へ、安全な避難ができる
よう避難経路を確保していきます。
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配慮市長意見の内容及び事業者の見解

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

33

■配慮指針に掲げられている配慮事項（全16項目）

方法書
P.4-12・13

意見の内容 事業者の見解

(14)
ア

歩行者ネットワークにつ
いて、周辺の駅を含めた
施設等に過大な負荷がか
からないよう計画を検討
してください。

地区計画壁面の位置の制限範囲については、
各上位計画に基づき、可能な限り歩道状の整
備を行うことで、歩道への負荷を低減する計
画を行います。
また、地区計画に定められた歩行者デッキ

の整備を行い、馬車道駅からのスムーズな歩
行者動線を確保し、周辺施設への過大な負荷
がかからない計画とします。

(14)
イ

計画地周辺において、同
時期に他事業が計画され
ているため、これらの事
業による環境影響も考慮
し、周辺の交通渋滞等に
配慮してください。

地域交通の検討にあたり、工事中は対象事
業実施区域周辺における他の工事施工者と工
事用車両の通行等について調整を図ることに
より、歩行者や一般通行車両の安全に配慮す
る計画とします。また、供用時においては、
本事業の竣工後の周辺計画（（仮称）横浜市
中区海岸通計画）も含め、検討していきます。

配慮市長意見の内容及び事業者の見解

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

34

■配慮指針に掲げられている配慮事項（全16項目）

方法書
P.4-13

意見の内容 事業者の見解

(15)

計画地周辺の高層建築物
や建築計画を考慮したう
えで、風環境・圧迫感等
への配慮を検討してくだ
さい。

風環境・圧迫感等の予測及び評価は、同時
期に実施される他事業（北仲通A-1・2地区）、
及び本事業の竣工後の周辺計画（（仮称）横
浜市中区海岸通計画）も含め、検討していき
ます。

(16)
掘削土等は可能な限り発
生を抑制したうえで、適
正に処理してください。

掘削にあたっては施工方法の精度を上げる
ことで搬出土の発生量を極力低減した上で、
適正に処理します。
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配慮市長意見の内容及び事業者の見解

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

35

■事業特性及び地域特性を踏まえ追加した配慮事項（全2項目）

方法書
P.4-13

意見の内容 事業者の見解

(17)

計画区域は埋立地であるた
め、工事計画の検討にあ
たっては、地盤特性を詳細
に把握するとともに、計画
区域及びその周辺に影響が
生じないよう液状化対策を
検討してください。

対象事業実施区域におけるボーリング調査によっ
て得られた支持層の深さや土質、地盤強度等の地
盤特性を踏まえ、柱状改良や浅層地盤改良等、適
切な設計及び必要な対策をしていきます。

(18)

北仲通北地区で一体的な防
災機能の整備に努めてくだ
さい。

北仲通北地区での一体的な防災機能の整備として、
対象事業実施区域から北仲通北地区A-4地区内に
整備された津波避難施設へ安全な避難ができるよ
う、必要な避難経路を確保していきます。
また、「事業所における帰宅困難者対策ガイドラ
イン」に基づき、防災備蓄倉庫の設置、B-1地区
に供給する非常用発電設備の整備を行うことで、
一般の来街者や帰宅困難者の支援機能の確保を検
討していきます。

4．環境影響要因の抽出、
環境影響評価項目の選定

36
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環境影響要因の抽出

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

37

方法書
P.5-1

工
事
中

建設機械の稼働
構造物の解体、計画建築物の建設のために、
対象事業実施区域で建設機械が稼働

工事用車両の走行
構造物の解体、計画建築物の建設のために、
資機材の運搬や廃棄物等の搬出を行う車両が
周辺道路を走行

地下掘削
計画建築物の建設（地下躯体）のために
対象事業実施区域内を掘削

建物の建設 既存の構造物を解体し、計画建築物を建設

供
用
時

施設の存在 建物の存在 高層建築物が対象事業実施区域に出現

施設の供用

建物の供用
・計画建築物に設置する熱源施設や、 換気
及び空調の設備機器が稼働

・従業員や一般の人々が施設を利用

関連車両の
走行

計画建築物を利用する一般車両や荷捌き車両
が周辺道路を走行

環境影響要因と環境影響評価項目の関連表

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

38

方法書
P.5-2

■工事中 環境影響要因

環境影響評価項目 建設機械の
稼働

工事用車両
の走行

地下掘削 建物の建設
細目

温室効果ガス 温室効果ガス ● ●

廃棄物・
建設発生土

一般廃棄物 ●

産業廃棄物 ●

建設発生土 ●

大気質 大気汚染 ● ●

土壌 土壌汚染 ●

騒音 騒音 ● ●

振動 振動 ● ●

地盤 地盤沈下 ●

地域社会
交通混雑 ●

歩行者の安全 ●
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環境影響要因と環境影響評価項目の関連表

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

39

方法書
P.5-2

■供用時 環境影響要因

環境影響評価項目 施設の存在 施設の供用

細目 建物の存在 建物の供用 関連車両の走行

温室効果ガス 温室効果ガス ●

生物多様性

動物 ●

植物 ●

生態系 ●

廃棄物・
建設発生土

一般廃棄物 ●

産業廃棄物 ●

大気質 大気汚染 ● ●

騒音 騒音 ● ●

振動 振動 ●

電波障害 テレビジョン電波障害 ●

日影 日照阻害 ●

風害 局地的な風向・風速 ●

安全 浸水 ●

地域社会
交通混雑 ● ●

歩行者の安全 ●

景観 景観 ●

選定しなかった環境影響評価項目

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

40

方法書
P.5-2~5

環境影響評価項目 細目

水循環

地下水位及び湧水の流量

河川の形態・流量

海域の流況

水質・底質

公共用水域の水質

公共用水域の底質

地下水の水質

悪臭 悪臭

低周波音 低周波音

日影 シャドーフリッカー

安全

土地の安定性

火災・爆発

有害物漏洩

地域社会 地域分断

触れ合い活動の場 触れ合い活動の場

文化財等 文化財等

■工事中及び供用時とも選定しない環境影響評価項目
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5．調査、予測及び評価の手法

41

温室効果ガスの主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

42

方法書
P.6-1

調査項目 調査手法

温室効果ガスに
係る原単位の把握

資料
「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル｣
等より、予測式及び原単位を整理

排出抑制対策の
実施状況

資料
横浜市で取り組まれている地球温暖化対策等を
整理
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温室効果ガスの予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

43

方法書
P.6-2

■工事中
予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

建設機械の稼働及び工事
用車両の走行に伴う温室
効果ガスの排出量及び
それらの削減の程度

工事期間
全体

対象事業
実施区域

温室効果ガスの排出量または
エネルギーの使用量の原単位等
を基に算出

■供用時
予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

設備機器等の稼働に伴う
温室効果ガスの排出量
及びそれらの削減の程度

供用後に
事業活動が
平常の状態
になる時期

対象事業
実施区域

設置を予定している設備機器等
の種類、規模、能力等を整理の
うえ、「温室効果ガス排出量算
定・報告マニュアル｣等に基づ
き算定

生物多様性（動物）の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

44

方法書
P.6-3

調査項目 調査手法

動物の状況

資料
鳥類や昆虫類が好む樹種に関する既存資料の
収集及び事業計画を整理

現地

対象事業実施区域及びその周辺において
生息する一般的な動物種を調査

・ほ乳類
任意観察法及びフィールドサイン法
1日間×3季（春季、夏季、秋季）

・鳥類
任意観察法
1日間×4季（春季、夏季、秋季、冬季）

・両生類及びは虫類
任意観察法
1日間×3季（春季、夏季、秋季）

・昆虫類
任意観察法及び任意採取法
1日間×3季（春季、夏季、秋季）
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生物多様性（動物）の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

45

西区

中区

方法書
P.6-5

対象事業実施区域

調査地域
半径約500m

生物多様性（動物）の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

46

方法書
P.6-4

■供用時
予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

建物の存在に
伴う動物相の
変化の内容及び

その程度

工事完了後、
動物の生息環境
が安定するまで

の期間

対象事業
実施区域
及びその
周辺

調査で把握した動物相と緑化
計画の内容の重ね合わせ等に
より、対象事業実施区域の
動物種の生息環境の創出の
効果を定性的に予測
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生物多様性（植物）の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

47

方法書
P.6-6

調査項目 調査手法

植物の状況

資料
調査地域に生育する植物に関する既存資料、
鳥類や昆虫類が好む樹種に関する既存資料の
収集及び事業計画を整理

現地

対象事業実施区域及びその周辺において
生育する植物種（樹木）の生育状況を調査

・陸上植物
調査地域に生育する既存樹木について樹種
及び樹木活力度を調査
1季（春季）

生物多様性（植物）の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

48

方法書
P.6-6

■供用時

予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

建物の存在に

伴う植物相の

変化の内容及び

その程度

工事完了後、
植物の生息環境
が安定するまで

の期間

対象事業
実施区域

対象事業実施区域周辺の樹木

活力度調査の結果等を踏まえ、

既存資料に示されている郷土

種等と事業計画に基づく植栽

予定樹種が生育環境に適合し

ているか比較する方法により

予測



25

生物多様性（生態系）の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

49

方法書
P.6-7

調査項目 調査手法

生態系の状況

資料

動物及び植物の調査結果に基づき、基盤となる
環境や植生の状況から、対象事業実施区域及び
その周辺の環境類型を区分し、そのうえで動物、
植物の調査結果をもとに、食物連鎖関係等の生
物多様性に係る生態系の構成要素を図・表に整
理することで、調査地域の生物多様性に係る状
況を把握

現地 現地調査は、動物及び植物の調査結果を参照

生物多様性（生態系）の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

50

方法書
P.6-7

■供用時
予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

建物の存在に
伴う生態系の
状況の変化の
内容及び
その程度

工事完了後、
動物の生息環境
が安定するまで

の期間

対象事業
実施区域
及びその
周辺

調査で把握した動物相と緑化
計画の内容を重ね合わせる等
により、対象事業実施区域の
生態系の状況の変化を定性的
に予測
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廃棄物・建設発生土の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

51

方法書
P.6-8

調査項目 調査手法

廃棄物及び
建設発生土の
処理処分の状況

資料
横浜市における廃棄物及び建設発生土の処理の
状況等を既存資料の収集・整理により把握

廃棄物・建設発生土の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

52

方法書
P.6-9

■工事中

予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

一般廃棄物

工事
期間中

対象事業
実施区域

既存資料から整理した工事に係る
一般廃棄物発生原単位を用いて算定

産業廃棄物
既存資料から整理した工事に係る
産業廃棄物発生原単位を用いて算定

建設発生土 施工計画より発生量を推定
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廃棄物・建設発生土の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

53

方法書
P.6-9

■供用時
予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

一般廃棄物 供用後に
事業活動が
平常の状態
になる
１年間

対象事業
実施区域

既存資料から整理した各種施設用途
の一般廃棄物の発生原単位を用いて
算定

産業廃棄物
既存資料から整理した各種施設用途
の産業廃棄物の発生原単位を用いて
算定

大気質の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

54

方法書
P.6-10、12

調査項目 調査手法

大気質の状況
・二酸化窒素
・浮遊粒子状物質

現地

一般環境大気質として、公定法により二酸化窒素
及び浮遊粒子状物質の状況を測定
また、簡易測定法（PTIO法）により二酸化窒素を
測定

7日間×24時間×4季

沿道大気質として、簡易測定法（PTIO法）により
二酸化窒素を測定

7日間×24時間×4季

気象の状況
・風向、風速

現地
風向、風速を測定

7日間×24時間×4季
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大気質の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

55

中区

方法書
P.6-10、12

対象事業実施区域

予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

建設機械の
稼働に伴う
大気質濃度

建設機械の
稼働による
影響が最大と
なる時期

最大着地濃度の

出現する地点を

含む範囲

大気拡散式
（プルーム・パフ式）により、
年平均値及び大気安定度Dに
おける1時間値（16風向）を
予測

工事用車両の
走行に伴う
大気質濃度

工事用車両の
走行による
影響が最大と
なる時期

現地調査地点
大気拡散式
（プルーム・パフ式）により
年平均値を予測

大気質の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

56

方法書
P.6-11

■工事中
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大気質の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

57

方法書
P.6-11

■供用時

予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

設備機器等の
稼働に伴う
大気質濃度

供用後に
事業活動が
平常の状態
になる時期

最大着地濃度の
出現する地点を

含む範囲 大気拡散式
（プルーム・パフ式）により
年平均値を予測関連車両の

走行に伴う
大気質濃度

現地調査地点

土壌の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

58

方法書
P.6-13

調査項目 調査手法

地歴の状況 資料
過去の土地利用図、地形図、航空写真等と、
「土壌汚染対策法」に基づく土壌汚染調査結果
等の既存資料の収集・整理により把握

土壌汚染の状況 資料
既存の土壌調査並びに対策結果の報告書を整理
し、必要に応じて関係者等へのヒアリングを実
施

地形、地質の状況

資料
既存資料の収集により、対象事業実施区域及び
その周辺の地形・地質の状況等を整理地下水及び

帯水層の状況
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土壌の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

59

方法書
P.6-13

■工事中
予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

掘削工事に
伴う土壌
汚染物質

工事中
対象事業
実施区域

既存の土壌汚染調査結果及び
対策方法等を明らかにすること
で、影響の程度を予測

騒音の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

60

西区

中区

方法書
P.6-14、16

対象事業実施区域
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騒音の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

61

方法書
P.6-15

■工事中

予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

建設機械の
稼働に伴う

騒音

建設機械の
稼働による
影響が

最大となる時期

敷地境界
から

約100mの
範囲

騒音の伝搬理論式により
騒音レベル「90％レンジの
上端値（LA5）｣を予測

工事用車両の
走行に伴う
道路交通騒音

工事用車両の
走行による
影響が

最大となる時期

現地調査
地点

日本音響学会式
（ASJRTN-Model）により
「等価騒音レベル（LAeq）」
を予測

騒音の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

62

方法書
P.6-15

■供用時

予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

設備機器等の
稼働に伴う

騒音 供用後に
事業活動が
平常の状態に
なる時期

敷地境界
から

約100mの
範囲

騒音の伝搬理論式により
騒音レベル「90％レンジの
上端値（LA5）｣を予測

関連車両の
走行に伴う
道路交通騒音

現地調査
地点

日本音響学会式
（ASJRTN-Model）により
「等価騒音レベル（LAeq）」
を予測
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振動の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

63

方法書
P.6-17

調査項目 調査手法

振動の状況
・一般環境振動

現地

「振動レベル測定方法｣（JIS Z8735）に定める
方法に準拠し、測定
平日（24時間）×1回
休日（24時間）×1回

振動の状況
・道路交通振動

現地

「振動規制法施行規則｣に基づく道路交通振動の
限度に定める測定方法に準拠し測定
平日（24時間）×1回
休日（24時間）×1回

地形、地質の状況 現地
「道路環境影響評価の技術手法｣に示された方法
に準拠し、地盤卓越振動数を測定

振動の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

64

方法書
P.6-18

■工事中

予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

建設機械の
稼働に伴う

振動

建設機械の
稼働による
影響が

最大となる時期

敷地境界
から

約100m
の範囲

振動の伝搬理論式により
振動レベルの80％レンジの
上端値（L10）を予測

工事用車両の
走行に伴う
道路交通振動

工事用車両の
走行による
影響が

最大となる時期

現地調査
地点

「道路環境影響評価の技術手法｣
に示される計算式により
振動レベルの80％レンジの
上端値（L10）を予測
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振動の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

65

■供用時
予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

関連車両の
走行に伴う
道路交通振動

供用後に
事業活動が
平常の状態に
なる時期

現地調査
地点

「道路環境影響評価の技術手法｣
に示される計算式により
振動レベルの80％レンジの
上端値（L10）を予測

方法書
P.6-18

地盤の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

66

方法書
P.6-19

調査項目 調査手法

地盤変状の状況 資料
既存資料の収集・整理により、対象事業実施区域
周辺の地盤変状の状況を把握

地質及び
地下水の状況

資料
既存資料の収集・整理により、対象事業実施区域
及びその周辺の地質及び地下水の状況を把握
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地盤の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

67

■工事中
予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

地下掘削工事に
伴う地盤の変化

地下掘削
工事時

対象事業
実施区域

及びその周辺

施工計画から、地下水位の
変動を抑制させる効果を
明らかにし、地盤に対する
影響を定性的に予測

方法書
P.6-19

電波障害の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

68

方法書
P.6-20

調査項目 調査手法

テレビジョン放送の
受信の状況

現地
「建造物によるテレビ受信障害調査要領｣に準拠し、
電波受信測定車により現地測定

電波到来の状況 資料 地上デジタル放送及び衛星放送の送信状況を把握
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電波障害の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

69

方法書
P.6-20

■供用時

予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

建物の存在
による

テレビジョン
電波障害

計画建築物が
竣工した時点

対象事業
実施区域
周辺

電波障害計算式に基づき、
遮へい障害及び反射障害の
範囲を予測

日影の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

70

方法書
P.6-21

調査項目 調査手法

日影の状況
・地形の状況
・既存建築物の状況
・土地利用の状況

資料
現地

地形図、住宅地図及び土地利用現況図等の
既存資料の収集・整理及び必要に応じて
現地踏査により把握
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日影の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

71

■供用時

予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

計画建築物に
よる日影の範囲
及び変化の程度

計画建築物が
竣工した時点

計画建築物
からの日影が
想定される

範囲

計画建築物による時刻別日影
図及び等時間日影図を求め、
地形図に重ね合わせることで
影響範囲を予測

方法書
P.6-21

風害の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

72

方法書
P.6-22

調査項目 調査手法

風の状況 資料
一般風の把握として、対象事業実施区域周辺の
測定局における過去10年間の風向、風速の状況
を整理
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風害の予測方法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

73

方法書
P.6-22

予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

計画建築物に
よる風環境の
変化の程度

計画建築物が
竣工した時点

対象事業実施区域
及びその周辺で
風環境の変化が
想定される範囲

風環境シミュレーションを
行い、事前検討した上で、
現地模型を作成し、
計画建築物の建設前後の
2ケース及び、
必要に応じて防風対策後の
ケースで風洞実験を実施

■供用時

風害の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

74

西区

中区

方法書
P.6-23

対象事業実施区域

風洞実験模型化範囲
半径約600m 計画建築物の

最高高さの2倍
半径約340m
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安全（浸水）の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

75

方法書
P.6-24

調査項目 調査手法

過去の災害等の状況
・過去の被災の状況

資料 既存資料の収集・整理により把握

周辺の土地利用等の状況
・既存建築物の状況
・人口の状況
・防災体制の状況
（避難場所、避難経路等）

資料
住宅地図等の既存資料の収集・整理及び
必要に応じて関係者にヒアリングを行い
把握

安全（浸水）の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

76

■供用時

予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

対象事業の
実施による
安全性の確保

計画建築物の
竣工後

対象事業
実施区域

予想されている巨大地震で
誘発される津波想定の内容、
調査により判明した過去の
浸水状況や気象状況を踏まえ、
本事業の地盤高さ及び浸水
対策を明らかにし、影響が
回避できるか定性的に予測

方法書
P.6-24
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地域社会（交通混雑、歩行者の安全）の
主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

77

方法書
P.6-25

調査項目 調査手法

地域交通の状況
・主要な交通経路、
交通量の状況、
安全対策の状況

現地

時間別に車種別（大型車類、小型車類、二輪）・
方向別自動車交通量及び渋滞の状況等を測定
平日（24時間）×1回
休日（24時間）×1回

また、信号現示を代表的時間帯について測定
平日（24時間）×1回
休日（24時間）×1回

歩行者の状況
・主要な通行経路、
歩行者数、
歩行空間の幅員等

現地

歩道等の方向別歩行者数及び自転車交通量を測定
また、歩行空間の幅員等を現地確認
平日（6～22時の16時間）×1回
休日（6～22時の16時間）×1回

地域社会の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

78

西区

中区

方法書
P.6-28

対象事業実施区域
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地域社会の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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西区

中区

方法書
P.6-29

対象事業実施区域

地域社会の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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方法書
P.6-26

■工事中

予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

工事用車両の
走行に伴う
交通混雑
（自動車） 工事用車両の

走行台数が
最大となる時期

現地調査
地点

交差点需要率の算出等により、
交通混雑の程度を予測

工事中の
歩行者の安全

工事用車両の
走行ルート

交通安全対策等に基づき、
交通安全への影響を定性的に
予測
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地域社会の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

81

方法書
P.6-26

■供用時

予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

建物の供用に
伴う交通混雑
（歩行者）

供用後、
事業活動が
平常の状態に
なる時期

現地調査
地点

歩行者サービス水準の算出等
により、交通混雑の程度を
予測

関連車両の
走行に伴う
交通混雑
（自動車）

供用後に
事業活動が
平常の状態に
なる時期

現地調査
地点

交差点需要率の算出等により、
交通混雑の程度を予測

供用時の
歩行者の安全

関連車両
の走行
ルート

交通安全対策等に基づき、
交通安全への影響を定性的に
予測

景観の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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方法書
P.6-30

調査項目 調査手法

景観の状況
・地域景観の特性

資料
現地

地形図等の既存資料の収集・整理及び現地踏査
により把握

景観の状況
・主要な眺望地点
からの景観

現地

主要な眺望地点からの景観を写真撮影及び必要
に応じて現地踏査により把握

対象事業実施区域中心から
500mの範囲×14地点
1,000mの範囲×7地点
1,500mの範囲×6地点
2,000mの範囲×5地点
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景観の主な調査手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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西区

中区

方法書
P.6-31

南区

景観の予測手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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方法書
P.6-30

■供用後

予測の手法

予測項目 予測時期
予測地域
・地点

予測方法

建物の
存在により
変化する
景観の状況

計画建築物
が竣工した

時点

主要な眺望地点の
現地調査結果から、
対象事業実施区域方向

の視界がよく、
計画建築物が

視認できる地点を選定

フォトモンタージュ作成
により、景観の変化の
程度を定性的に予測

圧迫感の
状況

対象事業実施区域周辺
で計画建築物が視認で

きる地点を選定

建物最高部との仰角の変
化の程度を定量的に予測



43

評価の手法

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。

85

方法書
P.6-2~30

環境影響
評価項目

評価の手法

工事中 供用時

温室効果ガス 定性的 定性的

生物多様性 － 定性的

廃棄物・
建設発生土

定量的 定量的

大気質 定量的 定量的

土壌 定性的 －

騒音 定量的 定量的

振動 定量的 定量的

地盤 定性的 －

環境影響
評価項目

評価の手法

工事中 供用時

電波障害 － 定性的

日影 － 定性的

風害 － 定性的

安全（浸水） － 定性的

地域社会

定量的
（交通量）

定性的
（安全）

定量的
（交通量）

定性的
（安全）

景観 －

定性的
（眺望）

定量的
（圧迫感）

6．方法書対象地域

86
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方法書対象地域

この資料は、（仮称）北仲通北地区B-1地区新築工事 環境影響評価方法書の内容を抜粋したものです。
この資料は、審査会用に作成したものです。審査の過程で変更される可能性があります。取扱いにご注意願います。
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方法書
P.7-１、2

西区

中区

区
名

関係町丁名

中
区

新港一、二丁目

海岸通２～５丁目

元浜町３、４丁目

北仲通３～６丁目

本町３～６丁目

南仲通３～５丁目

弁天通４～６丁目

太田町５、６丁目

相生町６丁目

桜木町１丁目

内田町

西
区

みなとみらい
二～四丁目

ご清聴ありがとうございました


